












 

 カルニチンは脂肪酸を活性の場である細胞質から酸化の場であるミトコンド

リアの中に運び入れる carrier として作用し,生体のエネルギー源としての脂

肪酸の利用に必須の役割をはたしている 1-3).カルニチンは動物の肝臓でリジ

ンとメチオニンの 2 種類の必須アミノ酸から合成され 4),エネルギー代謝が脂

肪酸の酸化に傾く条件下でガルニチンの生合成の亢進することが明らかになっ

てきた 13),16-21). 


